






要約 新生児マススクリーニングによりヒスチジン血症はおよそ8千人に1人という頻度で

発見されているが,これまでの調査で大多数の症例の知能は正常範囲にあることが明らか

にされている。今回は追跡調査されているヒスチジン血症の中で,発達指数(DQ)や知能指数

(IQ)の低い症例を検討したところ,血中ヒスチジン値が特に高値である傾向はみられず,そ

の頻度は一般人口の中での場合と大きな差はなく,これらの症例の大半には低出生体重児,

新生児期の仮死,経過中の痙攣などの既往が認められた。 


